新聞小説としての岩田豊雄「海軍」 : 太平洋戦争開戦の記憶 by 松本 和也 & マツモト カツヤ
－14－
Ⅰ
太
平
洋
戦
争
開
戦
か
ら
一
年
が
経
と
う
と
す
る
頃
、
特
別
攻
撃
隊
の
九
軍
神
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
新
聞
連
載
小
説
、
岩
田
豊
雄
「
海
軍
」（
初
出
『
朝
日
新
聞
』
昭
17
・
７
・
１
～
12
・
24
〔
全
76
回
、
休
載
１
回
〕、
挿
絵
＝
中
村
直
人
）
が
発
表
さ
れ
る
。
同
作
は
、
戦
時
下
に
お
い
て
多
大
な
影
響
力
を
も
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
同
作
を
検
討
対
象
と
す
る
。
岩
田
豊
雄
（
筆
名
：
獅
子
文
六
）
は
、「
あ
す
第
二
回
発
表
／
文
筆
家
仮
指
定
」
（『
読
売
新
聞
』
昭
23
・
３
・
28
）
に
お
い
て
、《
政
府
は
二
十
九
日
著
述
家
に
対
す
る
仮
指
定
第
二
回
分
約
六
十
名
を
発
表
す
る
が
そ
の
中
に
は
岩
田
豊
雄
、
火
野
葦
平
、
丹
羽
文
雄
氏
な
ど
も
含
ま
れ
る
模
様
》（
１
面
）
と
報
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
戦
後
、
公
職
追
放
の
仮
指
定
を
う
け
る
。
結
局
は
、《
ユ
ー
モ
リ
ス
ト
と
し
て
の
客
観
性
を
も
ち
該
当
書
も
『
海
軍
』
の
一
編
で
ほ
と
ん
ど
海
軍
報
道
部
よ
り
半
ば
強
制
さ
れ
て
執
筆
し
た
》（「
石
川
、
丹
羽
、
岩
田
氏
ら
非
該
当
」、『
読
売
新
聞
』
昭
23
・
５
・
15
、
２
面
）
と
い
っ
た
理
由
で
処
分
を
う
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
並
記
さ
れ
た
石
川
達
三
や
丹
羽
文
雄
に
よ
る
戦
時
下
の
文
学
活
動
－
作
品
群
に
比
す
な
ら
ば
、
岩
田
豊
雄
の
仮
指
定
は
罰
と
し
て
は
重
す
ぎ
る
よ
う
に
映
じ
る
。
こ
れ
は
、
逆
に
い
え
ば
、
該
当
書
と
な
っ
た
『
海
軍
』
が
、
一
作
な
が
ら
戦
意
高
揚
に
多
大
な
影
響
力
を
も
っ
た
と
、
当
局
に
目
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
岩
田
本
人
は
、
獅
子
文
六
名
義
の
自
伝
的
小
説
0
0
0
0
0
『
娘
と
私
』（『
主
婦
の
友
』
昭
28
・
１
～
昭
31
・
５
）
に
お
い
て
、
仮
指
定
に
対
す
る
異
議
申
立
書
を
書
い
た
こ
と
に
ふ
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
	
異
議
申
立
書
に
は
、
自
分
は
、
戦
争
に
協
力
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
私
は
、
協
力
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
が
、
『
海
軍
』
と
い
う
小
説
を
書
い
た
の
は
、
国
へ
の
忠
義
の
た
め
に
若
い
生
命
を
さ
さ
げ
た
一
士
官
に
対
す
る
、
感
動
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
ん
な
も
の
を
、
戦
時
中
に
書
く
と
い
う
こ
と
は
、
戦
争
に
協
力
し
て
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
っ
と
困
る
こ
と
は
、
そ
の
士
官
に
感
動
し
た
こ
と
も
、
そ
ん
な
風
に
戦
争
協
力
を
し
た
こ
と
も
、
腹
の
底
で
、
悪
い
こ
と
を
し
た
と
、
思
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る（１）。
公
職
追
放
の
仮
指
定
に
し
て
も
、
右
の
岩
田
の
所
感
に
し
て
も
、
戦
後
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
簡
単
に
否
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
戦
時
下
の
歴
史
性
が
、「
海
軍
」
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
だ
と
い
え
る（２）。
問
題
と
な
っ
た
岩
田
豊
雄
「
海
軍
」
の
執
筆
経
緯
に
つ
い
て
も
、『
娘
と
私
』
に
次
の
言
及
が
あ
る
。
	
ち
ょ
う
ど
、
そ
の
頃
に
、
朝
日
新
聞
か
ら
、
私
に
、
連
載
小
説
の
話
が
き
て
い
た
。
新
聞
連
載
中
は
、
徴
用
を
免
れ
る
と
い
う
噂
で
、
私
は
、
引
き
受
け
る
気
に
な
っ
た
が
、
学
芸
部
長
の
話
で
は
、
普
通
の
小
説
を
載
せ
る
と
、
軍
部
や
情
報
局
が
ヤ
カ
ま
し
い
か
ら
、
大
東
亜
戦
記
の
よ
う
な
も
の
を
、
書
か
ぬ
か
と
新
聞
小
説
と
し
て
の
岩
田
豊
雄
「
海
軍
」
―
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
記
憶
松
本
和
也
－15－
い
う
こ
と
で
、
私
は
、
思
案
に
余
っ
た
。
戦
線
へ
も
行
か
ず
、
戦
争
の
経
験
も
な
い
者
に
、
戦
記
が
書
け
る
道
理
が
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
、〝
九
軍
神
〟
の
発
表
が
あ
り
、
世
間
が
、
そ
れ
で
波
立
つ
と
、
新
聞
で
は
、
そ
れ
を
扱
う
気
は
な
い
か
と
、
い
っ
て
き
た
。
そ
れ
も
、
私
の
手
に
余
る
材
料
な
の
で
、
辞
退
を
し
た
が
、
何
度
も
、
口く
ど説
か
れ
た
。
／
「
じ
ゃ
ァ
、
た
だ
一
人
だ
け
、
選
ば
し
て
く
れ
給
え
。
そ
の
人
の
こ
と
を
、
書
け
た
ら
、
書
く
。
調
べ
た
上
で
、
書
け
そ
う
も
な
か
っ
た
ら
、
諦あきらめ
て
貰
う
こ
と
に
し
て
…
…（３）」
右
に
引
用
し
た
話
に
つ
づ
き
、
岩
田
は
「
呉
軍
港
か
ら
江
田
島
、
鹿
児
島
」
へ
と
取
材
旅
行
に
発
つ
が
、
そ
れ
は
《〝
九
軍
神
〟
の
中
で
、
一
番
、
親
愛
を
感
じ
る
Ｙ
士
官（４）》
が
、
前
作
「
南
の
風
」（『
朝
日
新
聞
』
昭
16
・
５
・
22
～
11
・
23
）
の
舞
台
と
し
て
親
し
み
の
あ
っ
た
鹿
児
島
出
身
だ
と
い
う
こ
と
も
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
取
材
旅
行
を
へ
て
、
岩
田
は
《
江
田
島
で
感
じ
た
も
の
と
、
Ｙ
少
佐
の
事
跡
と
を
一
貫
し
て
、
私
は
、
自
分
の
海
軍
贔びい
き屓
を
、
語
り
た
か
っ
た（５）》	
と
し
て
、「
海
軍
」
を
書
き
は
じ
め
る
。
そ
も
そ
も
、
岩
田
は
特
別
攻
撃
隊
の
報
道
を
聞
い
て
、《
九
柱
の
軍
神
を
、
全
部
書
い
て
み
た
い
ほ
ど
の
感
激
を
受
け
た（６）》
と
述
べ
て
い
る
。
「
海
軍
」
の
新
聞
連
載
に
先
立
つ
予
告
記
事
「
次
の
朝
刊
小
説
」（『
朝
日
新
聞
』
昭
17
・
６
・
27
）
に
は
、
次
の
紹
介
文
が
掲
出
さ
れ
た
。
真
珠
湾
の
猛
襲
以
来
無
敵
皇
軍
の
偉
力
に
よ
る
不
朽
の
大
戦
果
が
新
世
紀
の
歴
史
を
創
世
し
つ
ゝ
あ
る
時
、
本
紙
は
こ
ゝ
に
「
海
軍
」
と
題
す
る
長
篇
小
説
を
掲
げ
、
戦
時
下
新
聞
小
説
の
新
分
野
を
開
拓
す
る
こ
と
に
し
た
、
作
者
岩
田
豊
雄
氏
（
筆
名
獅
子
文
六
）
は
さ
き
に
本
紙
に
「
南
の
風
」
を
発
表
し
て
絶
讃
を
得
た
が
、
新
た
に
想
を
構
へ
た
作
者
は
帝
国
海
軍
の
堅
忍
不
抜
の
精
神
と
大
い
な
る
伝
統
の
力
を
小
説
に
よ
つ
て
巧
に
顕
示
せ
ん
と
企
て
た
も
の
で
、
そ
の
明
快
な
表
現
力
に
よ
り
、
読
者
は
必
ず
や
胸
底
深
く
、
烈
々
た
る
「
海
軍
魂
」
の
迫
る
の
を
感
得
す
る
で
あ
ら
う
、（
３
面
）
こ
こ
で
は
、「
海
軍
」
の
初
期
設
定
と
し
て
、
第
一
に
太
平
洋
戦
争
下
の
世
相
を
背
景
に
、
第
二
に
進
行
中
の
現
代
史
（
九
軍
神
）
と
い
う
モ
チ
ー
フ
も
含
め
て
《
戦
時
下
新
聞
小
説
の
新
分
野
》
と
位
置
づ
け
、
第
三
に
新
聞
を
通
じ
て
《
海
軍
魂
》
を
広
め
る
こ
と
に
よ
り
《
文
芸
報
国
》
を
担
う
こ
と
ま
で
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
岩
田
豊
雄
本
人
は
、「
作
者
よ
り
」（
同
前
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
意
気
ご
み
を
語
っ
て
い
た
。
帝
国
海
軍
は
巨
大
な
る
精
神
で
あ
り
、
尨
大
な
る
組
織
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
れ
を
一
篇
の
小
説
中
に
収
め
得
べ
く
も
な
い
。
た
ゞ
、
作
者
は
典
型
と
信
ず
る
一
士
官
の
生
涯
を
尋
ね
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
わ
が
海
軍
の
片
鱗
に
触
れ
ん
と
企
図
す
る
だ
け
で
あ
る
。
従
つ
て
こ
の
作
は
作
者
が
従
来
書
い
た
や
う
な
架
空
小
説
で
は
な
い
。
と
い
つ
て
、
評
伝
と
い
ふ
わ
け
で
も
な
い
。
作
者
は
曾
て
こ
ん
な
小
説
を
書
い
た
こ
と
が
な
く
、
ま
た
、
帝
国
海
軍
と
い
ふ
厳
粛
な
る
〝
事
実
〟
を
前
に
し
て
、
筆
名
の
衣
を
脱
ぎ
棄
て
る
必
要
を
感
じ
た
。（
３
面
）
こ
こ
で
岩
田
は
、
一
士
官
を
通
じ
て
海
軍
（
精
神
）
を
書
く
と
い
う
、
い
わ
ば
代
表
化
／
一
般
化
と
い
う
書
法（７）を
明
確
に
企
図
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
を
《
架
空
小
説
》
と
も
《
評
伝
》
と
も
異
な
る
、
何
か
し
ら
新
し
い
小
説
と
し
て
位
置
づ
け
、
事
実
の
厳
粛
さ
に
応
じ
て
筆
名
を
排
し
て
本
名
で
書
く
決
意
を
み
せ
て
い
る
。
モ
チ
ー
フ
も
含
め
て
、
こ
う
し
た
諸
点
が
《
戦
時
下
新
聞
小
説
の
新
分
野
》
た
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
海
軍
」
連
載
に
際
し
て
は
、
次
に
引
く
大
本
営
海
軍
報
道
部
課
長
・
平
出
大
佐
「
推
薦
の
言
葉
」（
同
前
）
ま
で
が
付
さ
れ
て
い
る
。
帝
国
海
軍
は
一
度
起
つ
や
、
大
御
稜
威
の
下
、
太
平
洋
、
印
度
洋
の
海
に
、
空
－16－
に
、
敵
を
撃
破
し
、
有
史
以
来
い
ま
だ
見
ざ
る
大
戦
果
を
ほ
し
い
ま
ゝ
に
し
た
、
こ
れ
み
な
将
兵
一
体
と
な
つ
て
の
純
忠
の
精
神
の
現
れ
で
あ
り
、
我
が
海
軍
の
伝
統
と
隠
忍
よ
く
猛
訓
練
に
堪
へ
得
た
が
た
め
で
あ
る
、
こ
の
た
び
作
家
岩
田
豊
雄
氏
が
本
紙
上
に
小
説
「
海
軍
」
を
発
表
さ
れ
る
と
き
く
、
誠
に
時
宜
を
得
た
る
意
図
に
し
て
欣
快
に
堪
へ
ず
、
こ
の
作
品
は
潜
水
艦
乗
組
の
青
年
将
校
に
取
材
し
た
も
の
ゝ
由
で
あ
る
が
、
仄
聞
す
る
如
く
海
軍
航
空
部
隊
、
艦
艇
部
隊
を
連
作
さ
れ
、
も
つ
て
今
日
の
海
軍
立
体
作
戦
を
文
芸
作
品
と
し
、
三
部
作
た
ら
し
め
ん
こ
と
を
切
に
望
む
（
３
面
）
そ
の
後
、「
海
軍
」
続
編
が
書
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、《
時
宜
を
得
た
る
》
と
評
価
さ
れ
た
「
海
軍
」
の
モ
チ
ー
フ
は
、
海
軍
の
承
認
－
推
薦
も
得
る
こ
と
で
、
戦
時
下
に
有
用
な
報
国
文
学
の
位
置
を
、
連
載
開
始
以
前
か
ら
確
保
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
連
載
が
は
じ
ま
っ
た
「
海
軍
」
は
、《
日
を
追
う
に
従
い
、
私
の
経
験
し
な
い
好
評
を
博
し
、
四
つ
の
映
画
会
社
か
ら
、
契
約
の
申
込
み
が
あ
り
、
七
つ
の
出
版
社
か
ら
、
出
版
の
依
頼
が
き
た（８）》
と
い
う
。
同
作
の
単
行
本
は
『
海
軍
』
（
朝
日
新
聞
社
、
昭
18
）
に
く
わ
え
、『
少
国
民
版　
海
軍
』（
利
根
書
房	
昭
18
）
も
刊
行
さ
れ
た
。
ほ
か
に
も
、
歌
舞
伎
座
、
明
治
座
、
松
竹
演
劇
研
究
会
に
お
け
る
演
劇
、
内
田
元
作
曲
に
よ
る
交
響
詩
、
田
坂
具
隆
監
督
に
よ
る
映
画
と
つ
づ
き
、《
小
説
「
海
軍
」
の
テ
ー
マ
》
は
、《
新
聞
・
出
版
・
劇
・
音
楽
・
映
画
と
い
う
各
種
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
国
民
に
滲
透
し
て
い
》
き
、《
昭
和
十
七
、
八
年
と
い
う
時
点
で
、
こ
れ
ほ
ど
大
量
に
全
国
に
送
り
こ
ま
れ
迎
え
ら
れ
た
作
品
は
、
他
に
例
を
見
な
い（９）》
ほ
ど
の
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
岩
田
豊
雄
『
海
軍
』
に
つ
い
て
は
、
田
中
励
儀
が
先
行
研
究
を
（
Ⅰ
）
《
歴
史
上
の
日
本
海
軍
を
容
認
し
た
う
え
で
の
肯
定
的
評
価
》、（
Ⅱ
）《
戦
争
批
判
に
立
っ
た
否
定
的
評
価
》、（
Ⅲ
）《
戦
争
批
判
に
立
っ
た
う
え
で
の
肯
定
的
評
価
》、（
Ⅳ
）
《
青
春
文
学
と
し
て
の
肯
定
的
評
価
》
の
四
タ
イ
プ
に
整
理
し
た
上
で
、《
戦
時
下
の
文
学
に
共
通
す
る
毀
誉
褒
貶
は
こ
の
作
品
に
も
み
ら
れ
る
が
、「
海
軍
」
に
積
極
的
な
国
策
協
力
を
み
る
か
否
か
を
問
う
評
価
の
分
か
れ
目
は
重
要）（1
（
》
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
評
価
は
戦
後
の
視
座
を
自
明
の
前
提
と
し
て
お
り
、
逆
に
い
え
ば
、
作
品
の
歴
史
性
を
十
分
に
考
慮
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
発
表
当
時
の
意
味
作
用
／
受
容
に
つ
い
て
、
連
載
期
間
の
新
聞
報
道
を
視
野
に
収
め
つ
つ
、『
海
軍
』
を
同
時
代
の
視
座
か
ら
0
0
0
0
0
0
0
0
分
析
・
考
察
し
て
い
く）（（
（
。
Ⅱ
岩
田
豊
雄
「
海
軍
」
は
、
昭
和
一
六
年
一
二
月
八
日
、
特
殊
潜
航
艇
で
真
珠
湾
攻
撃
に
参
加
し
た
後
、
九
軍
神
と
崇
め
ら
れ
た
一
人
、
横
山
正
治
を
モ
デ
ル
と
し
、
そ
の
偉
業
達
成
ま
で
を
辿
っ
た
小
説
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
開
戦
が
昭
和
一
六
年
一
二
月
八
日
、
特
別
攻
撃
隊
の
内
実
0
0
が
発
表
さ
れ
た
の
が
昭
和
一
七
年
三
月
六
日
、
そ
れ
か
ら
数
ヶ
月
の
う
ち
に
「
海
軍
」
連
載
が
始
ま
る
。
こ
の
間
、「
海
軍
」
に
も
「
九
軍
神
が
全
国
に
与
へ
た
感
動
の
波
は
、
津
波
に
も
ひ
と
し
か
つ
た
」、「
新
聞
雑
誌
記
者
は
、
先
き
を
争
つ
て
そ
の
生
地
を
訪
ね
、
名
あ
る
歌
人
、
俳
人
、
詩
人
、
漢
詩
人
が
、
連
日
、
頌
唱
を
発
表
し
た
」（
昭
17
・
12
・
19
、
４
面
）
と
記
さ
れ
た
通
り
、
新
聞
報
道
、
雑
誌
記
事
に
く
わ
え
、
朝
日
新
聞
社
編
『
特
別
攻
撃
隊
九
軍
神
正
伝
』（
朝
日
新
聞
社
、
昭
17
）
な
ど
に
よ
っ
て
九
軍
神
は
広
く
報
じ
ら
れ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、《
小
説
「
海
軍
」
に
は
、
記
録
文
学
と
し
て
の
要
素
と
青
春
文
学
と
し
て
の
要
素
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
記
録
的
な
部
分
は
、
す
で
に
全
国
民
に
周
知
の
こ
と
が
ら）（1
（
》
で
あ
り
、《
当
時
の
人
々
は
こ
の
小
説
に
よ
っ
て
「
九
軍
神
」
へ
の
感
動
を
反
芻
し
た）（1
（
》
の
だ
と
い
う
。
以
下
、「
海
軍
」
に
刻
ま
れ
た
同
時
代
の
歴
史
的
表
徴
を
確
認
し
て
い
こ
う
。
岩
田
豊
雄
「
海
軍
」
は
、
主
人
公
＝
谷
真
人
の
誕
生
が
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
幕
が
開
く
。
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ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
条
約
が
成
立
し
た
の
が
、
六
月
二
十
八
日
、
巴
里
の
市
民
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
窓
か
ら
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
紙
片
を
裂
い
て
、
コ
ン
フ
エ
ツ
チ
の
雪
を
降
ら
せ
た
。
勝
利
の
歓
び
よ
り
も
、
平
和
の
到
来
に
感
究
ま
つ
た
ら
し
い
の
だ
が
、
そ
れ
か
ら
、
約
五
月
目
の
大
正
八
年
十
一
月
十
八
日
に
、
鹿
児
島
市
下
荒
田
町
の
精
米
商
谷
真
吉
方
で
、
一
人
の
男
の
子
が
生
れ
た
。（
昭
17
・
７
・
１
、
４
面
）
こ
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
も
含
め
て
、
国
内
外
の
大
文
字
の
出
来
事
を
点
描
し
つ
つ
、
原
則
と
し
て
、
真
人
の
生
涯
を
時
系
列
に
即
し
て
追
っ
て
い
く
の
が
「
海
軍
」
の
基
本
構
造
で
あ
る
。
大
正
天
皇
の
崩
御
、
上
海
事
変
、
満
州
国
建
設
、
五
・
一
五
事
件
、
国
連
脱
退
、
二
・
二
六
事
件
、
盧
溝
橋
事
件
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
、
近
衛
第
三
次
内
閣
の
辞
職
・
東
条
内
閣
の
成
立
、
日
米
交
渉
の
決
裂
、
そ
し
て
真
珠
湾
攻
撃
と
特
別
攻
撃
隊
に
関
す
る
海
軍
省
発
表
、
九
軍
神
の
合
同
海
軍
葬
と
い
っ
た
歴
史
の
推
移
を
背
景
に
、
同
級
生
の
牟
田
口
隆
夫
に
触
発
さ
れ
た
海
軍
志
願
の
芽
生
え
か
ら
、
海
軍
兵
学
校
へ
進
学
、
海
軍
で
の
訓
練
を
経
て
特
別
攻
撃
隊
の
一
員
と
し
て
真
珠
湾
に
散
っ
て
い
く
真
人
の
生
涯
が
、
作
品
の
主
線
を
な
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
主
線
を
立
体
化
し
つ
つ
、
機
密
も
含
め
た
真
人
の
出
撃
以
後
の
空
白
を
補
う
役
割
を
担
う
の
が
、
副
主
人
公
た
る
真
人
の
同
郷
の
親
友
・
牟
田
口
隆
夫
と
、
そ
の
妹
に
し
て
真
人
を
慕
う
エ
ダ
で
あ
る
。
こ
の
人
物
配
置
に
つ
い
て
は
、
柘
植
光
彦
に
《
副
主
人
公
の
熱
意
と
絶
望
、
そ
し
て
画
家
と
し
て
の
奮
起
も
人
間
的
で
あ
る
》、
《
そ
の
妹
の
慕
情
も
さ
わ
や
か
で
、
む
し
ろ
こ
の
作
品
は
、
三
人
を
軸
と
し
た
青
春
小
説
と
し
て
成
功
し
て
い
る）（1
（
》
と
い
っ
た
評
価
が
あ
る
。
実
際
、
こ
の
二
人
は
、
真
人
の
幼
少
期
か
ら
海
軍
合
同
葬
ま
で
、
つ
ま
り
は
作
品
構
造
で
い
え
ば
冒
頭
部
と
結
末
部
に
配
置
さ
れ
、
真
人
の
生
涯
を
縁
取
る
。
こ
う
し
た
設
定
は
、
軍
事
的
な
機
密
情
報
を
回
避
し
、
真
人
の
死
後
も
物
語
を
進
め
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
章
構
成
で
い
え
ば
、「
男
ン
子
」、「
春
」、「
少
年
志
を
立
つ
」、「
軍
人
組
」、「
谷
四
号
生
徒
」、「
ど
ん
亀
」、「
兵
学
校
論
」、「
風
と
波
」、「
真
人
の
日
記
」、「
広
い
海
へ
」、
「
鱶
」
ま
で
は
、
語
り
手
が
真
人
に
よ
り
そ
い
な
が
ら
展
開
し
て
い
く
が
、
後
半
の
「
修
羅
」、「
エ
ダ
に
書
く
手
紙
」、「
海
軍
画
家
」、「
桜
と
錨
」、「
血
と
涙
の
歴
史
」、
「
宿
望
の
こ
と
」、「
霹
靂
」、「
近
頃
の
若
い
者
」
に
な
る
と
、
語
り
手
は
牟
田
口
隆
夫
に
よ
り
そ
い
、
そ
の
立
場
か
ら
折
々
真
人
の
こ
と
を
語
っ
て
い
く
ス
タ
イ
ル
に
変
更
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
逆
に
い
え
ば
「
海
軍
」
に
お
け
る
語
り
手
「
筆
者
」
の
支
配
力
の
大
き
さ
を
、
問
わ
ず
語
り
に
示
し
て
も
い
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
冒
頭
近
く
の
「
こ
と
の
序
に
、
真
人
を
生
ん
だ
下
荒
田
と
い
ふ
と
こ
ろ
の
地
誌
を
、
語
つ
て
置
き
た
い
。
普
通
の
小
説
な
ら
、
か
う
い
ふ
こ
と
は
せ
ぬ
の
だ
が
、
今
度
の
場
合
は
、
そ
の
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
」（
昭
17
・
７
・
５
、
４
面
）、
あ
る
い
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
に
も
顕
著
に
み
て
と
れ
る
。
	
谷
真
人
が
留
守
の
間
に
、
筆
者
は
、
海
軍
兵
学
校
に
つ
い
て
、
短
か
い
感
想
と
論
議
を
行
つ
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
筆
者
の
プ
ラ
ン
を
白
状
す
れ
ば
、
真
人
の
江
田
島
生
活
を
描
く
こ
と
に
よ
つ
て
、
兵
学
校
の
全
貌
を
示
す
と
い
ふ
目
論
見
だ
つ
た
が
、
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
こ
と
は
、
拙
腕
の
遠
く
及
ば
ざ
る
を
知
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
兵
学
校
の
肉
体
は
尨
大
且
つ
複
雑
で
あ
り
、
内
包
す
る
と
こ
ろ
極
め
て
深
く
、
ま
た
特
異
な
の
で
あ
る
。
小
説
の
形
式
を
以
て
す
れ
ば
、
百
回
を
与
へ
ら
れ
て
未
だ
足
り
さ
う
も
な
く
、
そ
れ
で
は
キ
リ
の
な
い
話
に
な
る
の
で
、
か
ゝ
る
手
ツ
取
り
速
い
方
法
を
、
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。（
昭
17
・
８
・
30
、
４
面
）
こ
の
よ
う
に
戦
略
的
な
「
海
軍
」
の
語
り
手
「
筆
者
」
は
、
真
人
－
海
軍
精
神
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
読
者
に
よ
り
よ
く
0
0
0
0
届
け
る
た
め
に
顕
在
化
し
、
受
容
の
方
向
づ
け
に
関
わ
っ
て
い
く
。「
海
軍
」
に
書
か
れ
た
開
戦
の
朝
も
、
次
に
引
く
。
－18－
	
そ
し
て
、
十
二
月
八
日
の
朝
が
き
た
の
で
あ
る
。
朝
ま
だ
き
の
霹
靂
は
、
日
本
全
国
民
を
覚
醒
し
た
。
漠
々
た
る
濛
気
は
、
悉
く
吹
き
払
は
れ
、
眦
を
決
し
た
人
々
に
、
神
々
し
い
初
冬
の
碧
落
が
映
つ
た
。
風
な
く
、
陽
麗
か
な
、
あ
の
日
の
大
空
を
、
あ
あ
、
誰
が
忘
れ
得
よ
う
。（
昭
17
・
12
・
８
、
８
面
）
こ
う
し
て
昭
和
一
七
年
一
二
月
八
日
に
掲
載
さ
れ
た
「
海
軍
」
に
は
、
右
に
引
用
し
た
、
ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
太
平
洋
戦
争
開
戦
日
の
出
来
事
が
書
か
れ
る
。
九
軍
神
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
「
海
軍
」
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
結
末
ま
で
含
め
て
大
筋
は
0
0
0
読
者
に
は
既
知
で
あ
り
、
こ
と
0
0
に
至
る
ま
で
の
過
程
が
い
か
に
説
得
的
に
書
か
れ
る
か
が
急
所
と
な
る
作
品
で
あ
り
、
そ
こ
に
読
者
を
効
果
的
に
導
く
た
め
に
、
未
来
の
こ
と
ま
で
予
示
的
に
語
る
《
先
説
法
》（
Ｇ
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
）
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
く
。
た
と
え
ば
、「
こ
の
産
土
神
に
対
す
る
郷
民
の
尊
崇
は
ま
こ
と
に
篤
く
、
真
人
が
、
後
年
海
軍
軍
人
と
な
つ
て
か
ら
も
、
帰
省
の
度
に
、
社
前
に
額
く
こ
と
を
忘
れ
な
か
つ
た
」（
昭
17
・
７
・
３
、
４
面
）、「
彼
は
、
小
学
校
か
ら
さ
う
で
あ
つ
た
如
く
、
や
が
て
一
人
前
の
男
に
な
つ
て
か
ら
も
、
大
き
な
ヨ
イ
コ
ド
モ
だ
つ
た
。
感
心
な
青
年
と
い
へ
て
も
、
偉
大
だ
と
か
、
英
邁
だ
と
か
い
ふ
風
は
、
微
塵
も
な
か
つ
た
。
少
く
と
も
、
後
年
、
大
事
を
決
行
す
る
ま
で
は
、
誰
の
眼
に
も
さ
う
映
つ
た
―
」
（
昭
17
・
８
・
９
、
４
面
）
な
ど
、
幼
少
期
の
真
人
を
語
る
語
り
手
「
筆
者
」
は
、
軍
人
と
な
っ
て
大
事
を
決
行
す
る
未
来
を
予
示
し
な
が
ら
語
っ
て
い
く
。
真
人
が
は
じ
め
て
真
珠
湾
を
訪
れ
、「（
い
つ
の
日
に
か
、
武
装
し
て
、
再
び
こ
の
地
を
訪
れ
る
時
が
あ
ら
う
）」
と
考
え
た
際
の
、
次
の
場
面
は
特
異
か
つ
重
要
で
あ
る
。
	
ふ
と
彼
の
眼
は
、
波
の
中
に
、
黒
い
幻
を
見
た
。
ま
た
、
鱶
が
泳
い
で
る
の
で
あ
る
。〔
略
〕
真
人
は
、
そ
の
数
を
眼
で
追
ふ
と
、
意
地
悪
く
、
水
底
へ
姿
を
消
す
の
も
ゐ
た
が
、
九
ツ
か
十
ほ
ど
の
群
だ
つ
た
。
彼
は
、
何
事
も
忘
れ
た
や
う
に
、
鱶
の
群
を
眺
め
た
。
す
る
と
彼
の
軀
が
、
ス
ル
〳
〵
と
水
中
へ
曳
き
込
ま
れ
る
や
う
な
気
が
し
た
。
あ
た
り
が
、
エ
メ
ラ
ル
ド
色
の
世
界
に
な
つ
た
、
青
白
い
海
底
の
砂
が
見
え
た
。
彼
は
鱶
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。（
昭
17
・
10
・
４
、
４
面
）
ほ
か
な
ら
ぬ
真
珠
湾
で
真
人
が
予
示
的
な
「
幻
」
を
見
る
場
面
だ
が
、
引
用
に
つ
づ
き
「
鱶
が
、
一
列
に
な
つ
て
、
音
も
な
く
、
真
珠
湾
の
方
へ
進
ん
で
行
く
」
さ
ま
は
、
容
易
に
特
別
攻
撃
隊
を
想
起
さ
せ
つ
つ
、
水
中
で
の
視
界
は
特
殊
潜
航
艇
に
乗
っ
た
真
人
の
そ
れ
に
重
な
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
鱶
の
数
が
「
九
ツ
か
十
ほ
ど
」
で
あ
る
こ
と
は
、
一
〇
人
の
特
別
攻
撃
隊
員
の
う
ち
、
九
名
が
戦
死
し
て
九
軍
神
と
な
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
残
り
の
一
名
が
米
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
経
緯
を
、
朧
化
さ
せ
な
が
ら
も
書
き
こ
ん
だ
表
現
に
み
え
る
。
こ
う
し
た
語
り
手
「
筆
者
」
の
戦
略
は
、「
海
軍
」
の
掲
載
紙
面
・
掲
載
時
期
と
も
密
接
に
連
動
し
て
い
く
。
そ
も
そ
も
戦
時
下
に
九
軍
神
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
「
海
軍
」
は
、
日
中
戦
争
開
戦
日
（
七
月
七
日
）、
さ
ら
に
は
太
平
洋
戦
争
開
戦
日
（
一
二
月
八
日
）
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
し
て
連
載
さ
れ
て
い
く
小
説
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
海
軍
」
連
載
中
の
新
聞
、
同
一
面
0
0
0
に
は
、
小
説
の
内
容
と
関
係
す
る
記
事
が
掲
出
さ
れ
、
新
聞
読
者
の
読
書
行
為
を
通
じ
て
、「
海
軍
」
の
現
実
性
は
高
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
日
中
戦
争
開
戦
日
に
前
後
し
て
は
、
平
貞
蔵
「
事
変
記
念
日
に
寄
せ
て　
支
那
の
動
的
把
握
（
一
）
～
（
三
）」（
昭
17
・
７
・
７
～
９
）、
日
比
野
士
朗
「
七
月
七
日
を
迎
ふ
（
上
・
中
・
下
）」（
昭
17
・
７
・
７
～
９
）
と
い
う
二
つ
の
記
事
が
、「
海
軍
」
と
同
一
面
に
掲
載
さ
れ
る
。《
事
変
の
勃
発
し
た
年
の
北
支
は
毎
日
随
分
暑
か
つ
た
》、《
あ
れ
か
ら
正
に
五
年
た
つ
た
》
と
い
う
平
貞
蔵
は
「
支
那
の
動
的
把
握
（
一
）
新
機
運
の
台
頭
」（
昭
17
・
７
・
７
）
で
、《
前
線
で
活
躍
さ
れ
る
将
兵
の
労
苦
を
偲
び
つ
ゝ
事
変
を
ふ
り
か
へ
つ
て
み
た
い
》（
４
面
）
と
開
戦
日
を
振
り
返
る
と
同
時
に
、
読
者
に
も
開
戦
日
の
想
起
を
喚
起
し
て
い
く
。
日
比
野
士
朗
は
「
七
月
七
日
を
迎
ふ
（
下
）」（
昭
17
・
７
・
９
）
で
、《
昨
年
の
十
二
月
八
日
－19－
以
来
、
私
た
ち
の
気
持
は
実
に
は
つ
き
り
し
た
》
こ
と
に
ふ
れ
、《
宣
戦
の
大
詔
を
拝
し
た
時
ほ
ど
、
私
た
ち
は
言
ひ
知
れ
ぬ
感
動
に
を
の
の
い
た
こ
と
は
あ
る
ま
い
》（
４
面
）
と
述
べ
、《
私
た
ち
》
と
い
う
一
人
称
複
数
の
代
名
詞
を
用
い
て
、
読
者
と
と
も
に
一
年
前
の
一
二
月
八
日
の
感
動
を
反
芻
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
日
を
前
に
、
シ
リ
ー
ズ
記
事
「
め
ぐ
る
感
激
十
二
月
八
日
」（『
朝
日
新
聞
』
昭
17
・
11
・
17
～
12
・
１
〔
11
回
〕）
が
、
や
は
り
「
海
軍
」
と
同
一
面
に
掲
載
さ
れ
る
。
志
田
延
義
「
反
省
と
前
進
へ
」（
昭
17
・
11
・
17
）
で
は
、《
い
ま
一
周
年
を
迎
へ
ん
と
す
る
に
当
り
、
皇
国
臣
民
た
る
己
に
省
み
、
こ
の
一
年
間
、
わ
が
生
活
、
営
為
に
如
何
に
大
詔
奉
戴
の
誠
を
効
し
、
工
夫
、
努
力
を
重
ね
て
来
た
か
を
顧
み
た
い
》（
４
面
）
と
、
読
者
に
開
戦
日
の
回
顧
を
促
し
て
い
く
。《
そ
れ
か
ら
一
年
。
た
つ
た
一
年
》
と
こ
の
一
年
間
を
振
り
返
る
高
村
光
太
郎
は
「
人
意
以
上
の
も
の
」（
昭
17
・
11
・
25
）
で
、《
そ
の
間
に
大
東
亜
か
ら
米
英
蘭
を
駆
逐
し
た
皇
国
の
威
力
は
古
今
東
西
に
比
を
見
な
い
》（
４
面
）
と
し
て
、
戦
果
を
言
祝
ぐ
。
「
海
軍
」
の
内
容
に
直
結
す
る
の
は
芳
賀
檀
「
新
た
な
る
感
動
」（
昭
17
・
11
・
26
）
で
、《
一
年
か
へ
り
来
る
日
、
戦
ひ
の
な
ほ
厳
し
く
、
遙
か
な
の
を
思
ひ
、
身
を
捧
げ
た
緋
威
の
若
武
者
ら
の
功
を
思
ひ
、
感
動
を
新
に
す
る
》（
４
面
）
と
述
べ
て
、
戦
地
で
戦
っ
て
き
た
若
き
兵
士
へ
と
思
い
を
馳
せ
て
い
く
。
し
て
み
れ
ば
、
岩
田
豊
雄
「
海
軍
」
と
は
、
進
行
中
の
太
平
洋
戦
争
に
関
わ
っ
て
、
九
軍
神
の
一
人
を
モ
チ
ー
フ
と
し
つ
つ
、
軍
神
と
し
て
で
は
な
く
個
人
と
し
て
谷
真
人
を
書
き
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
《
帝
国
海
軍
の
精
神
》
を
表
現
し
、
さ
ら
に
は
一
二
月
八
日
以
来
の
感
動
／
戦
果
を
読
者
に
想
起
さ
せ
、
開
戦
日
以
降
の
日
々
へ
の
再
評
価
を
促
し
て
い
く
新
聞
小
説
だ
っ
た
の
だ
。
別
言
す
れ
ば
、
小
説
と
し
て
個
人
の
成
長
－
人
生
を
書
く
と
同
時
に
、
太
平
洋
戦
争
の
一
局
面
を
つ
ぶ
さ
に
書
き
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
戦
意
高
揚
に
も
貢
献
し
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
表
現
－
意
味
作
用
－
受
容
は
、
初
出
の
新
聞
－
読
者
を
離
れ
て
も
、
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
展
開
に
よ
っ
て
広
が
っ
て
い
く
が
、
そ
の
起
源
－
核
に
は
昭
和
一
七
年
下
半
期
に
新
聞
連
載
さ
れ
た
岩
田
豊
雄
「
海
軍
」
が
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
総
体
こ
そ
が
、
功
／
罪
あ
わ
せ
も
つ
戦
時
下
文
学
作
品
「
海
軍
」
の
歴
史
性
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
岩
田
豊
雄
「
海
軍
」
の
同
時
代
に
お
け
る
読
ま
れ
方
や
評
価
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
Ⅲ
「
海
軍
」
の
新
聞
連
載
半
ば
、
新
聞
連
載
予
告
に
名
前
を
並
べ
た
二
人
に
よ
る
、
平
出
英
夫
・
岩
田
豊
雄
「
対
談　
海
軍
」（『
文
芸
』
昭
17
・
９
）
が
発
表
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
対
話
の
意
味
を
把
握
す
る
た
め
に
、「
海
軍
」
の
作
者
＝
岩
田
豊
雄
が
、
筆
名
＝
獅
子
文
六
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
新
聞
を
主
舞
台
と
し
た
人
気
大
衆
作
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う）（1
（
。
ま
た
、
平
出
の
評
価
軸
も
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
け
ば
、《
戦
つ
て
ゐ
る
間
は
文
芸
だ
ら
う
が
、
小
説
だ
ら
う
が
、
み
ん
な
総
動
員
で
、
そ
の
意
味
で
の
小
説
は
戦
ふ
文
芸
だ
》、《
事
実
に
近
く
言
ひ
表
せ
ば
言
ひ
表
す
程
戦
ふ
文
芸
に
な
り
、
あ
ま
り
ひ
ど
く
脚
色
し
尽
す
と
、
戦
ふ
文
芸
に
な
ら
な
い
》（
49
頁
）
と
い
う
発
言
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
平
出
は
総
力
戦
体
制
下
に
お
い
て
、
文
芸
も
ま
た
戦
争
の
一
部
と
し
て
そ
の
完
遂
に
貢
献
す
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
は
な
る
べ
く
事
実
に
即
し
た
表
現
こ
そ
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
前
提
を
ふ
ま
え
、
次
の
平
出
発
言
を
み
て
み
よ
う
。
平
出　
娯
し
む
文
芸
が
万
人
の
頭
に
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
が
あ
な
た
〔
岩
田
〕
と
し
て
は
非
常
に
む
つ
か
し
い
と
こ
ろ
だ
な
。
あ
な
た
が
も
つ
て
を
ら
れ
る
読
者
に
一
つ
の
層
が
あ
る
で
せ
う
。
そ
の
読
者
層
が
あ
な
た
に
期
待
し
て
ゐ
る
も
の
は
戦
ふ
文
芸
で
は
な
く
し
て
、
娯
し
む
文
芸
で
あ
つ
た
と
思
ふ
の
で
す
よ
。
全
部
が
全
部
で
は
な
い
で
せ
う
が
ね
。（
49
頁
）
平
出　
〔
略
〕
今
ま
で
の
、
複
雑
な
心
理
を
描
い
た
小
説
の
多
く
は
、
日
本
人
が
一
億
居
る
と
し
て
、
そ
の
一
億
分
ノ
十
か
百
位
の
特
殊
な
場
合
し
か
表
現
し
て
－20－
ゐ
な
い
や
う
に
思
ふ
の
で
す
。
一
億
の
日
本
国
民
の
典
型
と
い
ふ
も
の
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、「
海
軍
」
を
読
ん
で
ゐ
る
と
、
こ
れ
は
一
億
人
の
小
説
だ
と
い
ふ
感
じ
が
し
ま
す
。（
50
頁
）
こ
こ
で
平
出
は
、《
娯
し
む
文
芸
》（
の
書
き
手
）
と
し
て
の
獅
子
文
六
か
ら
、《
戦
ふ
文
芸
》（
の
書
き
手
）
と
し
て
の
岩
田
豊
雄
へ
の
転
身
、
小
説
表
現
上
の
変
化
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
し
か
も
、
平
出
は
そ
の
こ
と
で
、「
海
軍
」
が
広
い
読
者
層
に
届
く
小
説
に
な
っ
た
と
判
じ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
獅
子
文
六
は
人
気
作
家
だ
っ
た
が
、
「
海
軍
」
は
従
来
の
読
者
層
を
こ
え
て
《
一
億
》
全
国
民
に
届
き
得
る
小
説
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
し
か
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
海
軍
」
は
、
俗
化
し
た
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、
芸
術
性
を
欠
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
そ
う
し
た
評
価
は
、
次
に
引
く
、
丹
羽
文
雄
・
火
野
葦
平
「
決
戦
と
文
学
」（『
文
芸
』
昭
18
・
２
）
に
お
い
て
、
純
文
学
サ
イ
ド
の
評
価
軸
か
ら
丹
羽
文
雄
が
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
編
輯
者　
大
海
戦
に
参
加
し
て
お
帰
り
に
な
つ
て
あ
れ
〔『
海
軍
』〕
を
読
ん
で
の
感
想
は
ど
う
で
す
か
？
／
丹
羽　
あ
れ
は
非
常
に
感
心
し
た
な
。／
火
野　
僕
は
読
ま
な
か
つ
た
。
新
聞
が
飛
び
飛
び
に
来
る
も
の
だ
か
ら
。
／
丹
羽　
作
者
は
書
く
の
が
辛
か
つ
た
ら
う
け
れ
ど
岩
田
氏
と
い
ふ
人
は
、
純
文
芸
作
家
と
し
て
も
一
流
だ
な
。（
114
頁
）
右
の
引
用
冒
頭
部
の
編
輯
者
発
言
の
含
み
は
、
ソ
ロ
モ
ン
海
戦
に
従
軍
し
、
海
軍
報
道
班
員
と
し
て
「
ツ
ラ
ギ
海
峡
・
壮
烈
の
夜
襲
戦
」（『
朝
日
新
聞
』
昭
17
・
９
・
１
）
を
、
小
説
家
と
し
て
「
海
戦
」（『
中
央
公
論
』
昭
17
・
11
）
を
発
表
し
て
高
い
評
価
を
得
た
、
戦
争
を
体
験
し
た
文
学
者
の
丹
羽
文
雄
に
と
っ
て
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る）（1
（
。
丹
羽
の
発
言
は
、
岩
田
が
一
流
の
大
衆
作
家
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
「
海
軍
」
に
み
ら
れ
た
岩
田
の
執
筆
に
関
わ
る
態
度
を
高
く
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
同
時
代
に
お
け
る
高
い
評
価
は
、「
海
軍
」
の
朝
日
賞
受
賞
と
し
て
も
顕
れ
る
。「
朝
日
賞
に
輝
く
人
々
と
そ
の
業
績
」（『
朝
日
新
聞
』
昭
18
・
１
・
14
）
で
は
、「
文
芸
作
品
に
新
生
面　
岩
田
氏
の
「
海
軍
」
と
い
う
見
出
し
で
、「
海
軍
」
の
受
賞
が
報
じ
ら
れ
、
そ
の
理
由
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
た
。
彼
の
九
軍
神
の
遺
徳
を
偲
ん
で
創
作
さ
れ
た
も
の
で
／
文
芸
作
品
の
も
つ
力
を
十
二
分
に
発
揮
し
て
積
極
的
に
戦
争
文
化
建
設
へ
の
役
割
を
果
し
た
も
の
で
あ
る
／
文
芸
作
品
と
し
て
も
本
年
度
の
優
秀
作
と
評
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
宣
伝
性
に
お
い
て
は
帝
国
海
軍
の
伝
統
精
神
を
よ
く
社
会
各
階
級
に
浸
透
さ
せ
、
銃
後
の
士
気
昂
揚
に
資
し
た
点
は
絶
大
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
（
４
面
）
こ
こ
で
は
、
文
学
作
品
と
し
て
の
芸
術
性
と
報
国
文
学
と
し
て
の
宣
伝
性
を
、
二
つ
な
が
ら
に
兼
ね
備
え
た
作
品
と
し
て
「
海
軍
」
が
評
価
さ
れ
、
同
時
に
そ
の
書
き
手
・
岩
田
豊
雄
の
《
戦
争
文
化
建
設
へ
の
役
割
》
も
顕
揚
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
九
軍
神
の
《
遺
徳
を
偲
》
ぶ
岩
田
の
真
摯
な
姿
勢
は
、
板
垣
直
子
『
現
代
日
本
の
戦
争
文
学
』（
六
興
商
会
出
版
部
、
昭
18
）
で
も
高
く
評
価
さ
れ
る
。
板
垣
は
連
載
終
了
直
後
の
「
海
軍
」
に
つ
い
て
、《
少
く
と
も
毎
朝
新
聞
紙
上
で
う
け
た
印
象
か
ら
す
る
と
、
対
象
が
生
々
し
い
割
に
は
、
落
付
い
た
調
子
の
も
の
》
だ
と
評
し
、
さ
ら
に
作
品
の
仕
掛
け
に
も
論
及
し
て
い
く
。「
海
軍
」
に
関
す
る
《
物
足
り
な
さ
は
、
主
と
し
て
そ
の
「
作
り
も
の
然
と
し
た
」
不
自
然
さ
に
現
は
れ
て
ゐ
る
》
と
い
う
板
垣
は
、《
兵
学
校
の
試
験
に
落
ち
た
の
で
海
軍
画
家
と
な
り
、
戦
争
画
を
描
い
て
海
軍
大
臣
賞
を
う
け
た
画
家
を
主
人
公
の
親
友
に
し
て
置
い
て
、
す
べ
て
彼
を
通
し
て
主
人
公
の
海
軍
将
校
で
あ
り
潜
水
艦
乗
り
で
あ
る
環
境
及
び
最
後
の
海
軍
合
同
葬
ま
で
を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
》
牟
田
口
隆
夫
の
設
定
を
難
じ
る
と
同
時
に
、
そ
の
妹
の
エ
ダ
に
つ
い
て
は
《
だ
し
方
や
引
込
め
方
、
彼
女
と
主
人
公
と
の
間
に
仮
定
さ
れ
る
淡
い
関
係
に
対
す
る
暗
示
は
、
ま
こ
と
に
老
練
な
技
巧
を
示
す
も
の
》
だ
－21－
と
評
価
す
る
。
さ
ら
に
板
垣
は
、「
海
軍
」
に
《
終
始
一
貫
し
て
保
た
れ
た
芸
術
的
な
感
情
、
気
品
》（
325
頁
）
を
見
出
し
、
そ
れ
を
可
能
た
ら
し
め
た
《
原
因
》
を
《
作
者
自
身
が
現
実
に
於
い
て
、
九
軍
神
の
忠
君
愛
国
の
精
神
と
武
勲
に
輝
く
行
為
に
対
し
、
衷
心
か
ら
感
動
し
た
こ
と
》（
325
～
326
頁
）
に
み
て
は
、《
そ
の
感
動
は
、
作
品
に
向
ふ
作
者
の
全
態
度
を
決
定
し
》、《
か
く
て
、
好
ま
し
い
作
品
感
情
が
で
き
上
つ
た
》
の
だ
と
評
価
す
る
。
そ
の
上
で
、
板
垣
は
次
の
総
評
を
示
す
。
	
要
す
る
に
「
海
軍
」
の
や
う
な
企
画
は
、
作
者
に
消
化
さ
れ
き
ら
ず
に
浮
付
い
た
も
の
と
な
る
恐
れ
が
充
分
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
さ
う
な
ら
な
か
つ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
一
軍
神
の
生
涯
を
描
く
と
と
も
に
、
日
本
の
海
軍
と
い
ふ
も
の
に
つ
い
て
も
報
道
す
る
意
味
が
こ
も
つ
て
ゐ
る
。
厳
密
に
時
局
を
背
景
と
し
て
生
れ
た
複
雑
な
意
図
の
こ
も
つ
た
報
道
文
学
の
一
種
で
あ
る
。（
326
頁
）
以
上
の
同
時
代
評
か
ら
検
討
す
る
限
り
、
発
表
当
時
の
岩
田
豊
雄
「
海
軍
」
と
は
、
九
軍
神
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
小
説
と
し
て
、
海
軍
に
も
純
文
学
作
家
に
も
高
く
評
価
さ
れ
、
ま
た
、『
朝
日
新
聞
』
読
者
層
を
中
心
に
、
広
汎
な
国
民
に
支
持
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
内
実
は
、《
戦
ふ
文
芸
》
と
し
て
戦
意
高
揚
に
寄
与
す
る
面
と
、
登
場
人
物
か
ら
読
み
と
ら
れ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
打
ち
だ
さ
れ
る
面）（1
（
と
を
兼
ね
備
え
た
、
両
義
的
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
。
最
後
に
、
そ
う
し
た
「
海
軍
」
の
特
徴
を
集
約
し
た
、
戦
略
的
な
場
面
－
構
成
を
読
解
し
て
、
ま
と
め
に
か
え
た
い
。
二
中
時
代
、
海
軍
志
願
に
目
覚
め
つ
つ
あ
っ
た
真
人
の
内
面
が
、
次
の
よ
う
に
し
て
《
先
説
法
》
で
書
か
れ
る
。
「
断
じ
て
行
へ
ば
、
鬼
神
も
亦
避
く
…
…
」／
こ
れ
が
、
菊
池
少
佐
の
口
癖
だ
つ
た
。
信
条
だ
つ
た
。
真
人
の
頭
に
、
そ
の
言
葉
が
、
深
く
食
ひ
込
ん
で
、
十
年
後
に
至
つ
て
も
、
消
え
な
か
つ
た
。（
昭
17
・
７
・
17
、
４
面
）
右
の
一
節
は
、
全
一
九
章
構
成
の
「
海
軍
」
中
、
二
つ
め
の
章
「
春
」
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
伏
線
で
あ
る
。
そ
の
回
収
は
最
終
一
九
章
、
す
で
に
死
ん
だ
真
人
を
隆
夫
が
想
像
す
る
次
の
場
面
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
。
	
断
じ
て
行
へ
ば
鬼
神
も
之
を
避
く
／
海
軍
中
尉　
谷
真
人
／
隆
夫
は
、
新
聞
に
出
て
る
親
友
の
墨
痕
を
、
い
つ
ま
で
も
、
睜
め
て
ゐ
た
。
／（
こ
の
文
句
を
、
二
中
時
代
か
ら
、
真
人
は
愛
誦
し
て
ゐ
た
の
だ
。
菊
池
配
属
将
校
が
、
口
癖
に
い
つ
て
ゐ
た
言
葉
だ
つ
た
…
…
）
／
霜
降
り
の
小
倉
服
を
着
た
、
真
人
の
中
学
生
姿
が
、
ア
リ
〳
〵
と
、
眼
前
に
見
え
た
。
天
保
山
浜
で
、
歯
を
食
ひ
縛
り
な
が
ら
、
甲
羅
干
し
を
し
て
る
姿
も
、
見
え
た
。
い
や
、
そ
れ
よ
り
前
に
、
八
幡
小
学
校
の
鉄
棒
に
、
必
死
に
な
つ
て
獅
噛
み
つ
い
て
る
姿
も
、
瞼
に
浮
ん
で
き
た
。
小
さ
な
魂
が
、
こ
ん
な
に
も
大
き
く
、
生
き
と
ほ
す
―
（
昭
17
・
12
・
17
、
４
面
）
こ
う
し
て
、「
海
軍
」
後
半
か
ら
表
舞
台
に
姿
を
あ
ら
わ
さ
な
く
な
っ
て
い
く
真
人
に
か
わ
り
、
隆
夫
を
参
照
点
（
視
点
人
物
）
と
し
て
真
人
－
「
海
軍
」
を
読
ん
で
き
た
読
者
は
、
右
の
場
面
で
改
め
て
「
海
軍
」
に
書
か
れ
た
真
人
の
人
生
―
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
モ
デ
ル
・
横
山
正
治
の
人
生
で
も
あ
る
―
を
、
感
謝
と
と
も
に
反
芻
し
、
作
中
の
隆
夫
と
感
動
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
「
海
軍
」
で
あ
れ
ば
、《
国
策
協
力
文
学
と
一
線
を
画
し
て
い
る
の
は
、
真
人
を
超
人
的
英
雄
と
し
て
描
か
ず
、
む
し
ろ
暖
か
い
人
間
味
を
持
た
せ
て
い
る
点
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い）（1
（
》
と
い
う
評
価
は
一
面
的
に
す
ぎ
、
同
時
代
に
は
こ
う
し
た
面
が
同
時
に
、
小
説
な
ら
で
は
の
戦
意
高
揚
－
戦
争
協
力
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
総
じ
て
岩
田
豊
雄
「
海
軍
」
と
は
、
岩
田
自
ら
《
大
東
亜
戦
争
と
い
ふ
も
の
が
か
－22－
つ
た
ら
、
僕
は
、
恐
ら
く
『
海
軍
』
と
い
ふ
小
説
を
書
く
こ
と
も
な
か
つ
た）（1
（
》
と
性
格
づ
け
た
よ
う
に
、
前
線
と
銃
後
と
を
よ
く
0
0
媒
介
し
、
戦
時
下
に
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
・
表
現
ゆ
え
に
国
民
文
学
と
し
て
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
小
説
で
あ
っ
た
。
注
（
１
）		
獅
子
文
六
『
娘
と
私
』（『
獅
子
文
六
全
集　
第
六
巻
』
朝
日
新
聞
社
、
昭
43
）、
470
頁
。
（
２
）		
河
盛
好
蔵
は
「
解
説
」（『
現
代
国
民
文
学
全
集
１
巻　
獅
子
文
六
集
』
角
川
書
店
、
昭
32
）
に
お
い
て
、《
現
在
ど
の
よ
う
に
太
平
洋
戦
争
を
き
び
し
く
批
判
す
る
人
で
も
、
ハ
ワ
イ
と
マ
レ
ー
沖
の
海
軍
の
戦
果
を
き
い
た
と
き
、
更
に
、
真
珠
湾
の
攻
撃
に
は
特
殊
潜
航
艇
の
殊
勲
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
に
は
、
心
か
ら
感
激
し
た
筈
で
あ
る
》、《
で
な
け
れ
ば
、
日
本
人
と
は
云
え
な
い
と
私
は
信
じ
て
い
る
》（
440
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
考
え
方
・
立
場
は
、
「
海
軍
」
が
擁
し
た
同
時
代
性
と
も
重
な
る
は
ず
で
あ
る
。
（
３
）		
注
（
１
）
に
同
じ
、
383
頁
。
（
４
）		
注
（
１
）
に
同
じ
、
383
頁
。
（
５
）		
注
（
１
）
に
同
じ
、
387
頁
。
（
６
）		
岩
田
豊
雄
「
小
説
「
海
軍
」
を
書
い
た
動
機
」（『
海
軍
随
筆
』
新
潮
社
、
昭
18
）、
243
頁
。
（
７
）		
注
（
６
）・
岩
田
論
で
は
、《
軍
神
の
生
ひ
立
ち
を
書
く
う
ち
に
、
そ
の
郷
士
を
書
く
こ
と
に
よ
つ
て
、
海
軍
の
歴
史
を
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
》、《
帝
国
海
軍
の
精
神
に
つ
い
て
は
、
軍
神
の
海
軍
兵
学
校
時
代
を
書
く
こ
と
に
よ
つ
て
、
果
さ
れ
る
と
思
つ
た
》（
244
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
企
図
は
明
確
で
あ
っ
た
。
（
８
）		
注
（
１
）
に
同
じ
、
389
頁
。
（
９
）		
柘
植
光
彦
「
岩
田
豊
雄
「
海
軍
」」（『
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
48
・
８
）、
108
頁
。
あ
わ
せ
て
、
田
中
励
儀
「
岩
田
豊
雄
『
海
軍
』
の
展
開
」（『
同
志
社
国
文
学
』
平
16
・
11
）
も
参
照
。
（
10
）		
田
中
励
儀
「
岩
田
豊
雄
「
海
軍
」
論
」（『
文
林
』
昭
57
・
12
）、
２
頁
。
（
11
）		
注
（
10
）・
田
中
論
文
で
は
、《
小
説
「
海
軍
」
は
、
海
戦
当
時
の
一
般
民
衆
の
意
識
レ
ベ
ル
を
過
不
足
な
く
反
映
し
た
作
品
で
あ
り
、
戦
時
下
と
い
う
特
殊
な
状
況
に
お
い
て
大
勢
に
流
さ
れ
や
す
い
人
間
の
意
識
構
造
を
み
つ
め
る
う
え
で
も
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
》（
23
頁
）
と
い
う
作
品
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
（
12
）		
注
（
９
）・
柘
植
論
文
に
同
じ
、
108
頁
。
（
13
）		
大
原
康
男
『
帝
国
陸
海
軍
の
光
と
影
』（
展
転
社
、
平
17
）、
250
頁
。
（
14
）		
注
（
９
）・
柘
植
論
文
に
同
じ
、
109
頁
。
（
15
）		
牧
村
健
一
郎
『
獅
子
文
六
の
二
つ
の
昭
和
』（
朝
日
選
書
、
平
21
）
参
照
。
（
16
）		
一
例
と
し
て
、
南
川
潤
は
「
小
説
」（『
若
草
』
昭
17
・
12
）
に
お
い
て
、《
海
軍
報
道
班
員
と
し
て
そ
の
身
に
生
々
し
き
負
傷
を
負
ひ
な
が
ら
こ
の
歴
史
的
大
海
戦
を
体
験
し
た
》
こ
と
を
以
て
、「
海
戦
」
以
下
の
丹
羽
の
一
連
の
著
作
を
《
眼
を
み
は
る
べ
き
偉
業
》（
25
頁
）
だ
と
絶
賛
し
て
い
る
。
（
17
）		
同
時
代
読
者
で
あ
る
尾
崎
秀
樹
は
「
一
九
四
二
年
夏
の
こ
と
」（『
獅
子
文
六
全
集　
付
録
月
報N
o.16
』
朝
日
新
聞
社
、
昭
44
）
に
お
い
て
、《
主
人
公
谷
真
人
の
青
春
を
と
お
し
て
、
日
本
海
軍
の
伝
統
的
精
神
を
描
き
な
が
ら
、
散
華
し
た
九
軍
神
を
神
格
化
し
が
ち
な
当
時
の
風
潮
か
ら
は
む
し
ろ
逆
な
人
間
的
な
味
い
を
し
め
し
た
も
の
》（
４
頁
）
と
い
っ
た
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
重
ん
じ
た
読
後
感
を
示
し
て
い
る
。
（
18
）		
注
（
10
）
に
同
じ
、
12
頁
。
（
19
）		
注
（
６
）
に
同
じ
、
243
頁
。
※	
「
海
軍
」
の
本
文
引
用
は
初
出
に
よ
る
。
な
お
、
初
出
作
品
を
示
す
場
合
に
は
「
」
を
用
い
、
単
行
本
お
よ
び
一
般
的
な
用
法
に
際
し
て
は
『
』
を
用
い
た
。
※	
本
研
究
はJSP
S
科
研
費JP20 K00346
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
（
ま
つ
も
と
か
つ
や　
神
奈
川
大
学
教
授
、
日
本
学
研
究
所
特
別
研
究
員
）
